
 

こんにちは、シンです。

この度は、思考力を試すネタ問題への

回答を頂きまして、ありがとうございます。

では、早速添削に入りたいと思います。

こちらが今回、

問題に出した小林麻央さんの記事でしたね。
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高村さんの添削結果！



①記事を読んで、何が気になったか？

■高村さんの回答！ 

みたまうつしの儀とは？神式と仏式の違いって？ 
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■シンの添削！ 

半分正解です！！ 

今回の場合の気になること、 

つまり興味の度合いの高い疑問は３つです。 

■1つ目が、「みたまうつしの儀」についてです。 

ニュースを見た多くの人が、 

聞きなれない言葉でしょうし、小林麻央さんが行った 

「みたまうつしの儀」ってどういった儀式なのか！？ 

という疑問を抱くことが予想できます。 

  /  3 12



■2つ目が、「みたまうつしの儀」が 

どこの宗教（宗派）の儀式なのか？と言うことです。 

神道、神式葬儀とは書かれていますが、 

具体的な宗派が書かれていないため 

「そういえば小林麻央って何教なのか？」 

と気になる人が出てきますよね。 

これって普段は気にはならないけど、 

通夜、葬儀だからこそ気になることです。 
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■3つ目が、このみたまうつしの儀が、 

「どこで行われたのか？」と言うことです。 

お子さんが参加されていることは書かれていますが、 

具体的に「どこで行われたのか？」といった詳細は 

書かれていないため、場所が気になりますよね。 

なので、高村さんの答えの 

「みたまうつしの儀」は正解ですが、 

「神式と仏式の違いって？」は一般常識や歴史的な 

疑問になってくるので検索されはしますが、 

これについて書いているサイトがあるので、 

アクセスを集めるのは難しいですね。 
  /  5 12



②検索されると思ったキーワードは？

■高村さんの回答！ 

みたまうつしの儀　神道　通夜祭

■シンの添削！ 

キーワードの選定は、 

ネタ元の気になった所とリンクしてくるので 

気になることを理解していないと全てが 

無駄になってしまうということを覚えておいて下さい。

今回の場合だと、気になったことが、
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「小林麻央の葬儀のみたまうつしの儀」ってどういっ
たものなのか！？ 

「小林麻央の宗教は、どこなのか？」 

「どこで行われたのか？」 

以上の３点でしたよね。 

なので、気になったことから検索されるキーワードは、

小林麻央、みたまうつしの儀、宗教、場所 

が正解となります。 

多くの人は、小林麻央のみたまうつしの儀 

が気になって検索してくるので、 

小林麻央といったキーワードは絶対に必要です。 
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③キーワードから付けたタイトル！

■高村さんの回答！ 

みたまうつしの儀とは？神道の通夜祭と仏式の違いに
ついて

自然なタイトルで付けられていて良いですが、 

検索されるワードは、みたまうつしの儀だけなので 

小林麻央さんの記事ではなくなってきます。 

どちらかというと、葬儀の安定記事になりますね。 
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タイトル付けで、一貫して言えることは、必ず 

・自然なタイトルにすること 

・メインキーワードは先頭に持ってくること

 ・２８～３１文字におさめること 

・なるべく無駄なキーワードを入れないこと 

・同じキーワードを2回使用しないこと 

以上の5点です。 

そして、今回の場合ですと、

小林麻央、みたまうつしの儀、宗教、場所 

といったキーワードを候補に上げたので、 

これを使って３１文字以内で自然なタイトル 

を作っていきます。 
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なので、 

『小林麻央のみたまうつしの儀って何？ 
　　　　　　　　　　宗教や行われた場所も調査！』 

といったタイトルが付けれたらベストです。 

小林麻央　みたまうつしの儀 
小林麻央　宗教 
小林麻央　みたまうつしの儀　場所 

などで、検索されることを想定して 

タイトルを付けています。 

今回の記事は、連想力がかなり必要なので、 

難易度は高いですが、爆発の本質を理解していけば 

僕のコンサル生のように狙って爆発が起こせるように 

なるので、高村さんも頑張っていきましょう。 
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今悩んでいることがあればどうぞ！

こんにちは。勉強させていただいています。質問よろしいでしょう
か？ライバルのいない記事を見つけようと思うと何時間もかけてし
まいます。やはり新鮮なネタで『ライバルのいないうち』というの
が狙いなんでしょうか？よろしくお願いします。

■メルマガを読んで頂き、ありがとうございます。

ネタ選定で苦戦されていると言うことですね。

コンサル生でも、

同じ悩みを抱えている人はいるんですが、

「多くの人が気になるネタに気づけていない」

ということが多いんです。

やはり、ネタ選定は一朝一夕では行きませんし、

ネタ選定→タイトル付け→記事を書く→復讐

を繰り返して、どんどん成長していきます。
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書いてみて、アクセスがなければ

爆発の５か条のどこがあてはまっていなかったのか？

を考えて次に繋げることが重要なんです。

もちろん、ライバルのいない間に書くのは大事ですが、

気になる度合いの高いネタは、ライバルが多くても

ユーザーは訪問してくるので、ネタ次第ではアクセス

を集められます。

ネタ選定で一番大事なのは、

「気になることを理解できるか？」

なので、まずはここを極めていきましょう。
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